
ご覧いただきありがとうございます。地域学校協働本部は、令和3年度から始まり、

3年目を終えようとしています。今年度は「学習ボランティア」「水泳指導補助員」のボ

ランティア募集から始まり、「ボッチャ出前授業」「親子音楽会」などの講師や演者の招

へいを行いました。また、「地域運動会」「ドッヂビー大会」など学校関連団体の活動を

サポートしました。大きな成果はないですが、地域学校協働本部の3つの要素である

「コーディネート機能」「多様な活動」「継続的な活動」という面では、少しずつ定着して

きたように感じます。引き続き、地域と学校をつなぐ活動に邁進してまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

協働本部３年目を振り返って
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ドッヂビー大会ドッヂビー大会ドッヂビー大会
2月12日（振休・月）に調布市小学生ドッヂビー大会が開催されまし

た。この大会は、調布市スポーツ推進委員会と市内各小学校区の

PTAや開放運営委員会、健全育成推進地区委員会などから推薦され

た地域の方々で構成された実行委員により運営されています。地域

学校協働本部では、子どもたちの練習や大会当日の引率など、運営

の支援を行いました。

このようなイベントのサポートを通して、地域の学校関連団体との連

携を強化し、地域学校協働本部の活動により多くの人が参加しやす

い環境や雰囲気を整えることにも力を注いでいます。

親子音楽会親子音楽会親子音楽会
2月21日（木）に親子音楽会が開催されました。今年度は

学校の教育活動の一環として、健全育成推進飛田給地区委

員会の協力のもと、ゲストティーチャーとして演奏者の方を

招へいしました。また、ＰＴＡや保護者の方に当日の会場設

営や片付けのご協力をいただきました。

この親子音楽会は、飛田給小学校で行われている特色の

ある教育活動の一つです。このような活動を地域で支え、継

続的かつ安定的に実施することが、地域学校協働本部の役

割と捉え、活動を行っています。

裏面に続く
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飛田給小学校 校長 松田隆

自分が地域コーディネーターになったのは、2年前に有田さんにスカウトされたことがきっかけですが、お引き受けし

たのは自分がその2年前から調布市スポーツ推進委員を務めており、その活動のプラスになるかな？と思ったからです。

スポーツ推進委員のことを簡単に紹介しますと、地域住民に対し、スポーツを通して健康と生き甲斐を感じられる場を

提供することを目的とし、地域のスポーツ推進のための事業展開や実技指導及び助言等の活動を行っています。その募

集方法は自治体毎に様々で、広く公募している自治体もありますが、調布市の場合は市立小学校２０校から各1名が学

校長の推薦を受け、市長より委嘱されます。各委員は担当の小学校を持ち、そこに通う子供たちや学区の地域住民に対

して、前述の活動を行っています。

スポーツ推進委員と地域コーディネーターを兼ねることで、地域学校協働本部が目指す『学校を核とした地域づくり』

にスポーツを通じて関わっていきたいと考えています。偉そうなことを書いていますが、小学校運動会のお手伝いの調

整やボッチャ出前授業、「飛小スポーツ体験交流会※」など、まずは自分ができることから取り組んでいます。

※飛田給小地域にお住まいの皆さんが、年齢や性別を問わず、自由に参加いただける「飛小スポーツ体験交流会」を開

催しています。是非、お子さんと一緒に参加してみてください。

• 日曜日17時～19時（月2回程度）飛田給小体育館。種目はボッチャやミニテニスなど。

地域コーディネーター2年目を振り返って 地域コーディネーター 加藤輝行

地域学校協働活動とは、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、

学校を核とした地域づくりを目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。

その活動を推進するために、緩やかなネットワークを形成する体制として発足したのが地域学校協働本部となりま

す。

飛田給小学校の地域学校協働本部では、現在も学校支援ボランティアや地域コーディネーターを募集しています。

「緩やかなネットワークの形成」という点では、現在、PTA役員や学校開放団体の保護者、PTA同好会、そして健全

育成の委員との繋がりはあります。しかし、子どもが卒業すると保護者とのつながりが薄れ、また、地域の支援者

の中には高齢の方々もいらっしゃり、これが課題と感じております。継続的な活動を維持するためには、皆さまの

参加が不可欠です。卒業後も、「地域とともにある学校づくり」に、ご協力いただける方のご連絡を心よりお待ちし

ております。

学校 地域住民等

地域学校協働本部
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連携･協働

地域コーディネーター
支援活動

⚫ 学習支援
⚫ 出前授業
⚫ 体験活動 など

地域学校協働本部とは？地域学校協働本部とは？

保護者･PTA、卒業生保護者、
健全育成、学校開放団体、自治会など

「地域とともにある学校づくり」をさらに進めるために
調布市の公立小中学校では、令和５年４月より順次「コミュニティ・スクール」の導入が進められており、今後市内全校

で導入される予定です。本校は最終年度にあたる令和７年度のスタートを予定しています。導入にあたっては、「学校運

営協議会」を設置し、委員の皆様にも学校運営に参画していただくことにより、「地域とともにある学校づくり」をさらに

進めていきます。今後の組織作りでは、地域学校協働本部の皆様にお願いすることもあろうかと思います。その節はど

うぞよろしくお願いいたします。
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